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研究成果の概要（和文）： 
 旧人ネアンデルタール・新人サピエンス交替劇の最大の舞台のひとつ西アジア死海地溝帯に

焦点を当て、事例研究として、一帯における交替劇の真相解明に取り組み、次の結果を得た。

両者の文化の違いは学習行動の違いに基づく可能性が高いこと、その学習行動の違いは両者の

学習能力差、とりわけ個体学習能力差が影響した可能性が高いこと、両者の学習能力差を解剖

学的証拠で検証可能であること、三点である。以上の結果を統合して、交替劇は両者の学習能

力差に基づく可能性があり、この説明モデルを「学習仮説」と定義した。 

研究成果の概要（英文）： 
 The Neanderthals persisted until 30,000 years ago, and possibly somewhat later; 
however, they eventually disappeared. The question arises: what happened to the 
Neanderthals? Many hypotheses as to what extent are currently available. In that regard, 
our project has focused the transition from Neanderthal to modern humans in the Dead 
Sea Rift of West Asia and succeeded in providing differences in the social and individual 
learning abilities between Neanderthal and modern humans, and developed a new 
hypothetical model designated as “learning hypothesis” that the demise of Neanderthals 
was accelerated by modern humans characterized by having higher individual learning 
strategies. 
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１．研究開始当初の背景 
 ヒトの進化の道筋に関する認識は、20世紀

後半の遺伝研究の発展によって劇的に変化

した。その好例のひとつが、ヒトの起源問題

とともに論争が絶えなかった現代人の起源

問題が決着したことである。新人サピエンス

の成り立ちについて、旧人との直接の系譜関

係（旧人が新人へと進化した）が否定され、

唯一アフリカの地で出現（20万年前）したと

いう、今日では定説化した進化モデル「新人

アフリカ単一起源説」が生まれた (Cann et 

al 1987; Krings et al 1997, 2000)。しか

し、それは同時に、新たな疑問が生まれる時

代背景ともなった。それが、旧人ネアンデル
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タールと新人サピエンスの交替劇の問題で

あり、現代人起源論争に残された最大のトピ

ックスとして世界中の考古学者、人類学者、

遺伝学者が競い合う研究テーマとなった。 

 交替劇の原因について近年、交替期（アフ

リカでは 20 万年前以降、中東では 10 万年前

以降、ヨーロッパでは 4万年前以降）の時代

状況（自然・社会）や環境変動に対する適応

能の違いに原因を求める「環境仮説」(van 

Andel, Davies eds. 2003; van Andel, Davies, 

Weninger 2003; Finlayson, Carrion 2008; 

Stringer et al 2008)、技術・経済・社会シ

ステム等の優劣に原因を求める「生存戦略

説」(Adler et al 2008; Joris, Adler 2008; 

Shea 2007, 2008)、両者の生業戦略の違いを

強調する「生業仮説」(Richards, Trinkaus 

2009)、言語機能の有無に原因を求める「神

経仮説」(Klein 1998; Klein, Edgar 2002; 

Mellars 2004)、あるいは両者の間での混血

を想定する「混血説」(Duarte et al 1999; 

Zihao, d’Errico 1999)等の仮説モデルが相

次いで発表され、実証的研究に付されている。 

 以上の既存研究によって、交替劇がどこで、

いつ、どのような経過をたどって進行したか、

言い替えれば、交替劇に関する記述的部分は

より具体化され、関連データは着実に蓄積さ

れてきた。ただ、既存研究はほとんどすべて、

ヨーロッパ大陸の交替劇を扱い(赤澤 2010参

照）、世界的な視点に立ってより普遍的な説

明モデルを構築するには至っていない。 

 以上の状況に一石を投じるために代表者

らは、交替劇の最大の舞台のひとつ西アジア

死海地溝帯に焦点を当て、ネアンデルタール

居住遺跡デデリエ洞窟の発掘を通して、当該

洞窟一帯においても起こったに相違ない交

替劇のプロセスを記述すると同時に、その真

相解明に取り組むこととした。それが、本基

盤研究の趣旨である。 

 
２．研究の目的 
 デデリエ洞窟発掘および一帯の関連遺跡
との比較研究に基づいて旧人・新人交替劇の
真相解明に有用な説明モデルの構築を目指
すこととし、目的達成に向けて具体的に以下
の研究目的を掲げた。 
(1)デデリエ洞窟発掘 

 デデリエ洞窟の発掘を進め、洞窟一帯でも

起こったに相違ない旧人・新人交替劇の時代

状況・社会状況を復元するために有用な資料

を蓄積、分析し、交替劇のプロセスを具体的

に記述すると同時に、その本質的原因を以下

の研究との連携のもとに考察する。 

(2)旧人・新人社会の学習行動の比較研究 

 旧人社会と新人社会の間に存在する技術

格差(既存旧石器研究に基づく作業仮説)は、

両社会における学習行動、とりわけ技術の継

承・創造行動のあり方の違いに基づいており、

その実態を学習行動の唯一の物証である考

古資料の分析を通して明らかにし、両社会に

おける技術格差と学習行動差のあり方を実

証的に検証する。 

(3)旧人・新人の学習能力の比較研究 

 両社会の考古資料に現れる学習行動差は、

結局ヒトにおける学習能力の進化に求めら

れること、とりわけヒトを取り巻く環境の時

空変化が学習能力の進化を左右することを

理論的に検証する。 

(4)旧人・新人の脳機能の比較研究 
 旧人・新人の学習行動・学習能力を脳の解
剖学的証拠によってより直裁的に検証する
ために、①基盤資料となる旧人化石脳の生成、
②化石脳と現代人脳の形態差の定量的比較
の方法理論を検討する。 
 
３．研究の方法 
(1)考古資料に基づく旧人・新人の学習行動

の実証的研究 

 本研究は、デデリエ洞窟考古学的証拠の分

析を通して旧人・新人の間の学習行動の違い

を実証的に解明する。学習の場であった遺跡

の構造及び学習行動の所産である石器製作

伝統の時空分布と消長パタンを復元・分析し、

両者の学習行動を実証的に再構築する。 

 具体的には、①遺跡の生活層における石器

分布の構造及び製作伝統の通時的変化を分

析し、両者の学習行動の違いを示唆する物証

を提示する。②交替期の遺跡の文献データを

集成、分析し、石器製作伝統の消長パタン、

時空分布のあり方、新伝統出現の契機など、

文化の伝達継承、創造行為に関わる証拠を旧

人・新人間で比較する。以上の結果をもとに、

③両者の学習行動の性質、差異を明らかにし、

旧人・新人間で技術格差が生じたメカニズム

を考察する。 

(2)ヒトの学習能力の進化モデルの研究 

 本研究は、理論集団生物学的研究に基づい

て、ヒトを取り巻く環境の時空変化が学習能

力の進化を左右すること、とりわけ環境の時

間的変動・空間的異質性に対する適応として

個体学習能力(独力で新技術開発する創造能

力)が強化される理論的根拠を明らかにする。 

 具体的には、旧人、新人の間に生じた学習

能力差の性質、それをもたらした淘汰要因を

明らかにするために以下の研究を行う。①ア
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フリカで誕生した新人がその後の急速な移

住拡散に際して経験した環境変化（空間的異

質性）が彼らの学習能力の進化に及ぼした効

果を解析し、新人の個体学習能力が強化され

た理論的根拠を明らかにする。②生物全般の

分布拡大との比較において、好適環境への集

合や非好適環境への進出、密度依存的な移住

や移住率そのものの変化に着目しながら、新

人の分布拡大の特異性を理論的に検討する。

③学習能力の進化に文化伝達を組み入れ、創

造性に基づく個体学習によって創出される 

新技術や所産が、社会学習（模倣継承）によ

って文化的に伝播する過程を明らかにする。 

(3)３次元モデリング技術に基づく化石頭蓋

の高精度復元 

 本研究は、旧人・新人の学習能力差を、学

習行動を司る神経基盤の形態差 (比較解剖

学的証拠)で検証するための基盤資料となる

旧人の脳(化石脳)の復元法を確立する。すな

わち、旧人化石頭蓋をできる限り客観的に復

元し、その中に収まっていたはずの脳の仮想

復元法を検討する。 
 具体的には、①化石頭蓋骨の CT 積層断層
像からその３次元デジタルモデルを仮想空
間内に構築し、工学的手法を援用して化石の
組み立てと変形除去を行い、その立体的形状
を高精度で再構成する。②現生人類の頭蓋骨
のモデルを仮想的に分断・変形させ、それを
様々な条件で逆変換（つまり復元）すること
により、手法の妥当性と限界を評価する。③
以上の作業を複数の旧人化石頭蓋で試み、標
準化し、旧人化石脳の形態特徴を推定復元す
る手法を開発する。 
(4)旧人・新人の学習行動に関する脳機能マ
ップの生成 
 本研究は、旧人・新人の学習能力差を化石

脳の比較解剖学・古神経学的証拠から検証す

る方法理論を検討する。 

 具体的には、①近年の脳機能イメージング

手法、特に現代脳科学で一般化する機能的

MRI を用いて、各種課題実験を行い、現代人

の学習機能地図を生成し、関連する局部領域

の所在と形態を定量化する方法を検討する。

②その現代人脳機能地図を上記手法で生成

する化石脳へ写像（重ね合わせること）し、

仮想空間上の化石脳機能地図と現代人脳機

能地図を直接比較分析し、両者の間の機能差

を推定する方法を検討する。 
 
４．研究成果 
(1)旧人・新人学習行動差 

 旧人・新人考古資料の性質(製作技術・形

態・機能)は本質的に不連続で、旧人・新人社

会の間には大きな技術格差が存在したことが

明らかとなり、それと関連する文化の継承と

創造行動に関わる学習行動・教示法が両社会

の間で異なっていた可能性が高いことが明ら

かになった(赤澤2007, 2010; Akazawa et al 
2008; 西秋他2005, 2006, 2008, 2009, 2010; 
Nishiaki et al 2008, 2009, 他)  
(2) 旧人・新人学習能力差 

 ヒトを取り巻く環境の時空変化が、社会学

習および個体学習の能力の進化を左右する

こと、そして異質な環境への適応に際して個

体学習の能力が強化される理論的根拠を明

らかにした(Aoki 2010; Lehmann et al 2010; 
Aoki, Feldman 1987: Feldman et al 1996; 青木
2007; Wakano et al 2005; Wakano, Aoki 2006, 
2007; Aoki et al 2005; Borenstein et al 2008; 
Aoki, Nakahashi 2008)。 
(3)化石脳復元・化石脳学習機能地図生成   

 学習能力の進化を旧人脳の解剖学的証拠

で検証するためには、①化石脳の精密復元モ

デル生成、②化石脳の脳機能地図生成に関す

る先端研究が必須である。本研究による進展

状況は以下の通りである。 

 化石脳の生成技術については、各種手法が

検討されている中で、連携研究者荻原直道が

開発した変形頭蓋化石の形態復元手法 

(Ogihara 2006; 近藤他 2007) および海外共同

研究者チューリッヒ大学マルチメディア研究

所 C.P.E. Zollikofer、M.S. Ponce de Leon (1999、
2008) が開発した化石頭蓋三次元形状から脳

髄の構造を推定する方法技術がもっとも完成

度が高くかつ数多くの応用実績がありきわめ

て有効であり、こうした既存技術を統合・発

展させ、新手法の開発に取り組み化石脳高精

度復元を実現することは充分可能であること

が判明した。 

 化石脳の脳機能地図の生成については、分

担者定藤規弘の開発した手法がきわめて有効

である。すなわち、脳機能イメージング手法、

特に現代脳科学で一般化する機能的MRIを用

いて、各種課題実験を行い、現代人の脳上に

学習機能地図を生成し、関連する局部領域の

所在と形態を定量化する手法である。 

 以上の手法をアムッド・ネアンデルタール

およびカフゼー・プロトクロマニョン化石頭

蓋に適用し、両化石頭蓋の精密復元及び頭蓋

鋳型モデル(化石脳)を生成し、化石脳比較形

態学的解析を実施し、本手法の有効性を確認

することに成功した（豊田・定藤・赤澤 2008）。 
(4)作業仮説「学習仮説」の定義 

 以上の研究成果を統合して、事例研究の一

つの結論として、交替劇の真相を説明するに
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有用と考えられる作業仮説を定義するに至

った。すなわち、旧人ネアンデルタールと新

人サピエンスの間には学習能力差が存在し、

その能力差が、結局、両者の命運を分けたと

する仮説である。当作業仮説の本質的意味は、

旧人ネアンデルタールと新人サピエンス両

者の違いを、時代状況に対する適応能の優劣

といった量的相違ではなく、学習能力という

質的相違に求めるところにある。 

 具体的には、模倣能力、模倣学習に優れ、

文化を忠実に継承する旧人ネアンデルター

ル社会と、一方創造能力、創造学習に優れ、

新文化、新技術を継起的に創出することがで

きた新人サピエンス社会、この学習能力差が

結局、生存戦略上の問題解決に成功した社会

と失敗した社会という結末をもたらすこと

になったという作業仮説であり、それを「学

習仮説」と命名した。 

 当学習仮説は、事例研究に基づく作業仮説

である。その総合的、普遍的検証には、上述

の事例研究モデル(研究対象・分析解析手法)

を、世界各地で漸進的に起こったと想定され

ている交替劇全体に適用かつ発展させる検

証作業が不可欠である。将来の課題である。 

(5)本研究の独創性と意義 

 交替劇の真相を、環境・技術・食料・人口・

疾病等生存戦略問題の解決に成功した社会と

失敗した社会として捉え、その相違を学習能

力の進化の視点にたって解析する手法は交替

劇研究において独創的である。それは、日本

発のこの新しい発想のもとに交替劇研究のブ

レイクスルーを開き、関連分野に大きなイン

パクトを与えることになる。すなわち、本研

究は現代人起源論争の新たな展開という観点

から学術的貢献きわめて大である。 

 また、本研究では、交替劇を扱ってきた個

別科学(考古学・化石人類学・遺伝学等)の世

界に分断的に蓄積されてきた様々な専門知

(前述諸仮説を裏付ける証拠)を、単なる寄せ

集めではなく、学習能力という共有概念を媒

介として統合し、ヒトの進化について新しい

実証モデルの提示を目指すことになる。この

学習能力の視点に立った人類進化の実証モデ

ルの構築に向けての道筋をつけるという意味

において関連分野に与えるインパクトきわめ

て大である。 
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